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ＷＡＫＡＳＡで夏を楽しめ !
ＮＡＴＳＵ男 !
（世久見海水浴場）



2 広報わかさ 2013 年 8 月号

　いつも「広報わかさ」をご愛読いただき誠
にありがとうございます。
　さて、平成 17 年 3 月 31 日に旧三方町と旧
上中町が合併して若狭町が誕生して 8年が経
過しました。
　若狭町の誕生に伴い、平成 17 年 4 月 22 日
に発行した創刊号から数えて 8年 4 か月、広
報わかさは、ついに 100 号の節目を迎えるこ
とができました。ありがとうございます。
　無事に 100 号の節目を迎えることができた
のも、突然の取材でも温かく迎え、そしてイ

ンタビューに応じていただいた住民の皆さん
のおかげと深く感謝しております。
　今回は、これまで発行した広報わかさを通
じて、若狭町が歩んできた今日までの道のり
をダイジェストで皆さんと一緒に振り返ると
ともに、広報わかさができるまでを紹介した
いと思います。
　また、住民の皆さんに愛される町の広報紙
として、今後どのようにあるべきかを一緒に
考えてみませんか。

広報わかさ Public-relations Wakasa

 祝 発行 100 号
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創刊号
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▼平成 18年 2月号／平成 18年 1月 23 日発行　A4版　18 ページ

   特集「若狭町初の成人式」

▼平成 17年 5月号／平成 17年 4月 22 日発行　A4版　18 ページ

   特集「輝きと優しさに出会えるまち！若狭町スタート」

▼平成 18年 12 月号／平成 18年 11 月 22 日発行　A4版　24 ページ

   特集「町内で進むビッグプロジェクト」

▼平成 19年 10 月号／平成 19年 9月 21 日発行　A4版　20 ページ

   特集「小浜線は地域の宝」

　若狭町がスタートしてから初
めて発行した広報紙です。創刊
号とあって、新町誕生を祝う開
庁式典の様子や若狭町職務執行
者の挨拶、第１回目となる若狭
町長・町議員選挙についてのお
知らせなどを掲載しています。
　また、まちの話題では、グリー
ンハイツが新しく自治会として
設置された記事を掲載していま
す。

　初めて若狭町として新年を迎
えて発行した広報紙です。若狭
町第 1号となる新成人を迎えた
様子が特集されています。合併
後とあって、町内の集落や自治
会を知ろうとそれぞれの概要な
ど、融和に向けた取り組みが紹
介されています。表紙は、成人
式の様子、また裏表紙には、消
防団の出初式の様子を掲載して
います。

　特集では、町内で始まった
ハード事業について紹介してい
ます。当時紹介された塩坂越ト
ンネルや五湖の郷は立派に整備
され、住民の利便性向上や福祉
の充実に役立っています。
　表紙は、冬みず田んぼに飛来
したコハクチョウの姿、また裏
表紙では、ＪＲ湖西線と北陸本
線の直流化記念式典の様子など
を紹介しています。

　特集では、10 月 14 日の鉄道
の日に合わせて、地域の足と
なっているＪＲ小浜線が紹介さ
れ、環境保全や健康づくりを通
じて住民の小浜線の利用促進を
訴えました。まちの話題では、
熊川で開催された　街道シンポ
ジウムの様子を掲載していま
す。また表紙では、古代からの
贈り物として町内で栽培されて
いる赤米を掲載しています。
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a 第 40 号

第 50 号

第 60 号

第 70 号

▼平成 21年 6月号／平成 21年 5月 22 日発行　A4版　20 ページ

   特集「森下新町長インタビュー　対話と実行」

▼平成 20年 8月号／平成 20年 7月 23 日発行　A4版　28 ページ

   特集「身近に名水　名水が名水であるために」

▼平成 22年 4月号／平成 22年 3月 23 日発行　A4版　24 ページ

   特集「梅の里保育園　新園舎竣工」

▼平成 23年 2月号／平成 23年 1月 21 日発行　A4版　20 ページ

   特集「祝　成人式」

　森下町政がスタートし、表紙
には町長が初登庁した時の様子
が掲載されています。特集でも、
森下町長にインタビューした内
容や新体制について掲載されま
した。また、同年 4月に若狭町
環境基本計画がまとまったこと
から、この回から環境について
のシリーズ「eco.com（エコドッ
トコム）」を 1年間にわたって
連載しています。

　8月号の特集として、瓜割名
水の秘密や平成の名水百選に選
ばれた熊川宿の前川が紹介され
ています。ほかにも、同年５月
からスタートしたふるさと納税
について紹介されています。特
集だけではなく、表紙は赤十字
水上安全法救助員養成講習会で
の訓練の様子、また裏表紙には
名水まつりの紹介など「水」で
統一しています。

　特集では、町内初の民設民営
の保育園「梅の里保育園」の新
園舎竣工が紹介されています。
　また、まちの話題では、かみ
なか農楽舎が「オーライ！ニッ
ポン大賞審査委員会長賞」を受
賞した記事が掲載されていま
す。裏表紙では、若狭町のふる
さと大使に就任いただいた若狭
町に縁のある 5人の方を紹介し
ています。

　成人式の様子が特集されまし
た。インタビューした新成人た
ちは、今後の夢や志を語ってく
れました。ほかにも、所得税確
定申告や町県民税申告の詳細も
掲載してあります。表紙には、
特集記事に合わせて新成人たち
の晴れやかな姿が、また裏表紙
では、美方高校食物科の生徒が
考案した「もっちり梅きんつば」
のレシピを掲載しています。

4 広報わかさ 2013 年 8 月号
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第 80 号
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▼平成 24年 10 月号／平成 24年 9月 21 日発行　A4版　24 ページ

   特集「健康づくりはカラダからだ！」

▼平成 23年 12 月号／平成 23年 11 月 22 日発行　A4版　24 ページ

   特集「若女将インターン生の挑戦」

　敬老の日や体育の日に合わせ
て、健康づくりについて特集し
ました。特集では、フィットネ
スパレア若狭のトレーナーたち
に協力してもらい、自宅で簡単
にできるカラダづくりを紹介し
てもらいました。表紙では、米
寿を迎えた夫婦の仲睦ましい様
子が、また裏表紙では、熊川いっ
ぷく時代村のチラシを掲載して
います。

　町内の民宿で行われた若女将
インターンについて特集しまし
た。5人のインターン生から若
狭町の魅力や課題などを提言し
てもらいました。同年 8 月号
からは若者の定住者を紹介する
「住人十色」をシリーズで掲載
しています。表紙には、園児た
ちの柿もぎの様子が、裏表紙に
はふるさと大使をインタビュー
した記事を掲載しています。

皆さんに、もっと必要とされる
　　　　　　広報紙を目指して

　広報紙を発行する目的は、自治体
からの行政情報を住民の皆さんにお
知らせすることです。
　お手元に届いた広報紙を読んでい
ただくことで、自治体と皆さんが同
じ情報を共有し、同じ意識を共有す
ることができるため、広報紙は、自
治体にとって住民の皆さんと繋がる
大切なツールのひとつと言えます。
　まちづくりの主役は、この町に住
んでいる皆さんであり、現在、町が
置かれている状況や施策を皆さんに
知ってもらって、反対に行政が皆さ
んの考えや意見を聞くことが広報紙
の役割であると考えます。
　皆さんに必要とされる広報紙を目
指すためには、行政の努力はもちろ
んのことですが、いかに住民の皆さ
んと繋がれるかが大切だと思います
ので、今後も広報わかさをご愛読い
ただきますようお願いいたします。

皆さんが今、手にとって読んでいる
　　　　　　　　　「広報わかさ」ができるまで

①企画・編集計画
　町の施策やお知らせ、住民の皆さんから
　寄せられた情報などから、特集内容を編
　集するか編集計画を立てます。

②取材
　詳しい情報や写真を撮影するために取材
　に出かけます。

③編集
　取材した内容などを文章にまとめたり、
　写真を選んでレイアウトを編集します。

④第一校正、テスト印刷
　編集を終えたデータを関係部署で校正し
　てもらいます。印刷業者に試し刷りで写
　真の色などをチェックします。

⑤最終校正、入稿
　第一校正をしたものを担当が修正し、再
　度関係部署で最終校正を行います。その
　後、担当課が最終チェックを行い、デー
　タを印刷業者へ渡します。

⑥印刷・製本
　印刷業者が印刷・製本を行います。

⑦納品
　毎月 23 日の全戸配布までに納品された
　広報紙は、他の全戸配布の書類などと一
　緒に各集落（自治会）ごとにまとめます。

⑧配布
　契約した運送業者が、各集落（自治会）
　の区長などの元へ届けます。町外の方へ
　は直接発送しています。

皆さんのお手元へ

5広報わかさ 2013 年 8 月号
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まちの話題まちの話題
※広報紙に「あなた」の写真が写って

いましたらご連絡ください。

　写真をさしあげます。

（総務課 TEL45-9109）

つながる若女将の縁（6/13）

　三方中学校の 3 年生の生徒 21 人が、東洋大学白

山キャンパス（東京都）を修学旅行で訪れ、町の

特産である福井梅をＰＲしました。

　この取り組みは、同大学の学生が、一昨年と昨

年に若狭町の民宿で行った若女将インターンに参

加したことが縁で実現したものです。

　生徒たちは、インターンに参加した大学生たち

と一緒に、同大学の学生食堂で手作りのポスター

や梅製品の試食などでＰＲしました。

　生徒たちのＰＲを聞いた大学生は「このような

取り組みは新鮮で、気持ちが伝わってくる」と、

同大学への訪問を喜んでいました。

▲学生たちにＰＲする生徒と若女将インターン生

わたしたちのまちづくり（6/15）

　若狭町まちづくり大会が中央公民館で行われ、

集落や地域づくり協議会の関係者ら約 200 人が参

加しました。

　この大会は、今春に小学校区単位で地域づくり

協議会が設立され、住民主体のまちづくりの推進

体制が確立したことを受け、地区や集落、行政が

お互いの役割を認識して協働のまちづくりを進め

ようと行われたものです。

　大会では、町内で地域づくりを実践している 3

団体の活動報告が行われたほか、男女共同参画プ

ラン策定委員会の委員長を務めた熊谷和子さんか

ら、昨年度策定した男女共同参画プランの概要に

ついて報告されました。

　また、東京大学の大森彌名誉教授によるまちづ

くり講演も行われ、大森教授は「地域社会は、人

の居場所を作る場。地域での活動は本人にとって

もメリットがある」と、地域社会で活動すること

の大切さを訴えかけました。

▲あまさかベジタブルネットワーク

　 の活動報告をする竹内代表

▲瓜生地区環境ボランティアの会

　 の活動報告をする四本木代表

▲明倫買い物クラブの活動報告を

　 する小西代表

▲策定した男女共同参画プランを

　 説明する熊谷委員長

▲講演する大森名誉教授
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ま
ち
の
話
題

ヒーローがやってきた（6/18）

　ご当地ヒーローの「五湖レンジャー」が町内の

各保育所を訪れました。

　この訪問は、全国の商工会青年部が地域との絆

を深める活動の一環としてわかさ東商工会青年部

が行ったもので、同青年部のメンバーが五湖レン

ジャーに扮して園児たちとふれあいました。

　中央保育所では、登場した五湖レンジャーが、

色画用紙と絵の具、五湖レンジャーのオリジナル

ぬりえを園児一人ひとりにプレゼントしました。

　園児の田辺一花ちゃんは、「ピンクと握手した。

もらった絵の具でみんなと絵を書きたい」と嬉し

そうに話してくれました。

　河内川ダム本体工事に伴う安全祈願祭が工事現

場で行われました。

　河内川ダムは、昭和 58 年に北川総合開発事業の

一環として計画され、30 年の年月を経てようやく

着工を迎えることができました。ダムの完成後は、

洪水調整や流域における農業や工業用の水利とし

て期待されています。

　祈願祭では、関係者ら約 70 人が出席し、工事期

間中の安全と、ダムの早期完成を願いました。

　森下町長は、ダムの完成は地元住民の悲願であ

り、この日を迎えられたことは感無量。立派なダ

ムの建設をお願いしたい」と祝辞を述べました。

　ダムは、高さが 77.5 ｍ、幅が 202.3 ｍで、完成

は平成 31 年度を予定しています。

30 年の悲願（6/15）

　（仮称）三方パーキングエリアスマートインター

チェンジ（以下、三方ＰＡスマートＩＣ）の設置

にかかる高速道路との連結許可が国土交通大臣か

ら下りました。

　その伝達に、国土交通省福井河川国道事務所の

松田好生副所長が若狭町を訪れ、許可証を森下町

長へ手渡しました。

　許可証を受け取った森下町長は、「スマートＩＣ

を活用して、産業や観光の交流人口の増加を目指

したまちづくりに取り組みたい」と話しました。

　（仮称）三方ＰＡスマートＩＣは、舞鶴若狭自動

車道において、若狭町内では 3 か所目のインター

チェンジとして計画されています。

観光交流人口の増加を期待（6/17）

▲松田副所長から連結許可証を受け取る森下町長

▲式典で祝辞を述べる森下町長

▲五湖レンジャーと一緒に記念撮影をする園児ら
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　小浜信用金庫から絵本が寄贈されました。

　今回の寄贈は、同庫が行っている地域貢献活動

の一環として企画された商品の売り上げの一部で、

地元の未来を担う子どもたちのためにと、若狭町

をはじめ、小浜市、おおい町、高浜町にある 24 の

公立保育所に対して、100 冊以上の絵本が寄贈さ

れました。

　この日、同庫の森下充理事長が若狭町を訪れ、

森下町長に絵本の目録を手渡しました。

　目録を受け取った森下町長は、「素晴らしい絵本

をいただいた。有効に活用させていただきたい」

とお礼を述べ、森下理事長は、「地域を担う子ども

たちの心の教育に使って欲しい」と話しました。

未来を担う子どもたちへ（6/19）

▲目録を手渡す森下理事長 （写真左）

皇室へ若狭の旬をお届け（6/20）

　皇室へ献上する福井梅の選別作業が、若狭町梅

加工体験施設（梅の里加工体験館）で行われました。

　福井梅は、三笠宮家と常陸宮家へ毎年献上して

おり、三笠宮家を通じて天皇家へも届けられてい

ます。

　今年献上される梅は、梅干しに適した「紅映」

と呼ばれる品種で、直径が約 4cm のものです。

　選別作業では、ＪＡ敦賀美方と町の職員の 4 人

が手袋やマスクなどをして、青梅に傷が無いか、

一粒一粒丁寧に確認して箱へ詰めていきました。

　選別した青梅は、翌日に森下町長とＪＡ敦賀美

方の瀬尾佳彦常務理事らが両宮家を訪れて、若狭

の旬として献上しました。

収穫して特産を知ろう（6/21）

　三方小学校の 6 年生の児童が、向笠の梅園で梅

もぎを体験しました。

　この体験は、特産の福井梅について関心をもっ

てもらおうと、町と連携して行われたものです。

　19 人の児童たちは、あいにくの小雨が降る中、

枝を手で支えたり、はしごに乗ったりして、たわ

わに実った梅を収穫していきました。

　初めて梅もぎをした加藤愛結さんは、「しずくが

落ちてきて濡れてしまったけど、たくさん梅をも

ぐことができた」と収穫を喜んでいました。

　今回収穫した約 30kg の梅は、24 日に児童たち

が梅干しとして漬け、秋には同校が栽培している

無農薬米と一緒に味わう予定です。

▲一粒一粒丁寧に確認する職員ら

▲梅もぎをする児童たち
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収穫したてをどうぞ（6/23)

　恒例の青梅まつりが、ＪＡ敦賀美方梅の里会館

で行われました。

　このイベントは、特産の福井梅の収穫時期に合

わせて開催されており、訪れた観光客らは、収穫

されたばかりの青梅を買い求めていました。

　観光客は、店頭に並べられたさまざまなサイズ

の青梅を眺めながら、「梅酒を作りたいが、どのサ

イズが一番良い ?」と店員に確認などして、希望

の青梅を購入していました。

　また、隣接する若狭町梅加工体験施設（梅の里

加工体験館）では、美方高校食物科の生徒たちが

梅ジュースづくりを観光客らに指導しました。
▲収穫したての青梅を買い求める観光客ら

　上中中学校で、不審者が校内へ侵入した時のこ

とを想定した訓練が行われました。

　訓練では、生徒の親と騙
かた

って校内へ侵入しよう

とする不審者を、玄関前で阻止する現場対応が行

われ、不審者役を務めた小浜警察署の署員との対

応が試されました。

　署員の本番さながらの迫力のある演技に、現場

には緊張感が漂い、対応した教諭らは必死にさす

またを使って、刃物を持った不審者役の署員を取

り押さえました。

　訓練の様子をチェックしていた小浜警察署の林

憲克警部補は、「さすまたに頼るだけではなく、動

きを指示する人や相手の後に回り込む人など複数

で連携することが大切」と話していました。

子どもたちを守る！（6/21）

　夏の夜を楽しむ「ホタル観賞と陶の灯りの夕べ」

が、熊川公民館で行われました。

　この取り組みは、熊川宿ほたる生息研究会と熊

川地区地域づくり協議会が、地域の活性化を目的

に開催しており、今年で 3回目となります。

　少し薄暗くなってくると、来場者たちはビオトー

プへ会場を移して、ホタルの舞いを楽しみました。

　昨年からの天候不順によりホタルの数は、例年

より少なかったのですが、来場者たちは暗闇にホ

タルを見つけると大きな歓声を上げていました。

　また、熊川宿の街道沿いには、陶器の灯ろうも

並べられ、町内外から訪れた約 400 人が、優しい

灯りが醸し出す幻想的な夏の夜を楽しみました。

夏の優しい灯り（6/22）

▲不審者役の署員を取り押さえた教諭ら

▲ホタルが生息するビオトープに集まる来場者たち
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うめぇ～ジュースをつくろう（6/27）

　梅の里小学校の 1、2 年生の児童 18 人が、若狭

町梅加工体験施設（梅の里加工体験館）で梅ジュー

スづくりを行いました。

　児童たちは、まず西田公民館の山本和男館長か

ら福井梅についての話を聞き、その後、町の職員

から作り方を教わりながら、青梅を容器に詰めて

いきました。

　今回の体験では、冷凍した青梅を使ったので、

10 日間ほど保存すれば、梅ジュースのシロップが

完成するそうです。

　体験をした 1 年生の井口咲さんは、「梅ジュース

は美味しくて好き。上手にできたので楽しみ」と

完成を楽しみにしていました。

▲梅ジュースをつくる児童たち

体も楽器♪リズムを学ぼう（6/28）

　世界的に活躍するメキシコの打楽器演奏グルー

プＴａｍｂｕｃｏ（タンブッコ）が三方中学校を

訪れ、同校の吹奏楽部約 30 人の部員にリズムの講

習会を行いました。

　メンバーらは、部員たちと一緒に楽器を演奏し

たり、石や体を使った演奏を披露しました。

　リーダーのリカルド・ガヤルドさんは、「音楽に

はリズムが大事。生活の中でもさまざまなリズム

を見つけて欲しい」と部員たちに語りかけました。

　講習会に参加した柳原麻衣さん（3 年）と吉田

真菜さん（2 年）は、「自然のものを使ってリズム

をとるのはすごい。わたしたちも発想を広げて音

楽に取り組みたい」と話していました。

　
夜のあじさいも格別（6/28）

　若狭瓜割名水公園のあじさいがライトアップさ

れました。

　ライトアップは、例年、同公園管理組合が実施

していますが、今年は、省エネや地域の活性化を

目指す若狭瓜割エコビレッジ推進委員会も協力し

て行われました。

　会場には、ＬＥＤの灯ろうやリサイクルキャン

ドル約 600 個が設置され、暗闇に色とりどりのあ

じさいが浮かび上がり、会場は幻想的な雰囲気に

包まれました。

　敦賀市から訪れた女性は、「ライトアップされる

と聞いて訪れた。こんな雰囲気は良いですね」と、

満開のあじさいをカメラに収めていました。

▲体を使った演奏を披露するＴａｍｂｕｃｏのメンバー

▲ライトアップされたあじさいを写真に収める来場者
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シーズン in サマー（7/4)

　サマーシーズンの幕開けを告げる浜開きのセレ

モニーが、塩坂越海岸で行われました。

　式典には、観光協会をはじめ、民宿や防犯、消

防などの関係者約 30 人が出席し、期間中の海水浴

客の安全と多くの入り込みを願いました。

　式典の後には、海が豊かになりますようにと願

いを込めて、関係者らがヒラメの稚魚約 600 匹を

放流しました。

　主催した若狭三方五湖観光協会の浜本一夫会長

は、「観光業は今までになく厳しい。体験など誘客

に向けて十分考えていきたい」と挨拶をしました。

　海水浴は、8 月中旬まで町内 7 か所の海水浴場

で楽しめます。

▲浜辺でヒラメの稚魚を放流する関係者

　カヌー体験教室が世久見海岸で行われました。

　この教室は、若狭町体育協会が主催したもので、

町内の親子ら 29 人がカヌーを楽しみました。

　指導者からは、カヌーへの乗り方やパドルの使

い方などを教えてもらい、ライフジャケットを着

て実際に海へ漕ぎ出しました。

　参加者は、最初のうちは漕いでも前へ進まず苦

労していましたが、徐々にパドルを上手に使って

スイスイと海の上を進めるようになりました。

　教室に参加した三方小学校 5 年生の河原康太く

んは、「最初は思うように進まなかったけど楽し

かった。次はもっと遠くまで行ってみたい」とマ

リンスポーツの楽しさを味わったようです。

夏はマリンスポーツ !（6/30、7/7）

　レイクヒルズ美方病院の開設 10 周年記念式典が

同病院で行われました。

　同病院は、公立小浜病院組合が旧国立療養所福

井病院を譲り受け、2003 年に地域密着型病院を目

指して開設しました。

　式典では、入江善二病院長が、「少子高齢化が進

む中で、在宅での療養を目指す療養型病棟を持つ

当病院の役割は大きい」と、地域医療へのさらな

る貢献を誓いました。

　また、来賓として出席した森下町長は、「これか

らも患者さんの目線に沿った診療を続けて欲しい」

と話し、今後も地域医療が発展していくことを期

待しました。

さらなる地域医療を目指して（7/1）

▲カヌーを体験する参加者

▲挨拶を述べる入江病院長
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「ＤＪポリスに学べ！」
～対話と実行～

若狭町長　森下 裕絆
き ず な

  　　　　　き  　　 　ず 　 　　 な

　サッカーの日本代表がワー

ルドカップ出場を決めた日、

東京の渋谷駅前交差点で一人

の若い警察官が注目を集めま

した。「ＤＪポリス」と呼ば

れテレビや新聞で話題となり、

警視総監賞も受賞されました。

　彼は機動隊の広報係で、主

に人出の多い場所で呼びかけ

を行い、人々を安全に誘導す

る仕事を担っています。この

日も、ワールドカップ出場決

定に興奮したサポーターが交

差点を埋め尽くし、大変危険

な状況になることが予想され

たため、早くから交通整理を

行っていたものと思われます。

　「ルールとマナーを守りま

しょう」というストレートな

お願いではなく、彼の呼びか

けは大変見事なものでした。

　「警備にあたっている怖い顔

をしたお巡りさんも、皆さん

と気持ちは同じです。皆さん

のチームメイトです。チーム

メイトのいうことを聞いて下

さい」、「お互い気持ちよく、

今日という日をお祝いできる

よう、ルールとマナーを守り

ましょう」と、その場にいる

若者たちに共感し、同じ気持

ち、同じ立場の一人の若者と

して訴えたことが多くの人の

心を捉えたのでしょう。指揮

車の上から呼びかけるお巡り

さんに周りにいた若者たちか

ら声援が沸き起こると「声援

もうれしいですが、皆さんが

歩道に上がってくれる方がう

れしいです」と切り返すなど、

その場の状況に合わせた柔軟

な対応に深く感心しました。

広報クイズ広報クイズしりと
り

　うず
まき

　　ク
イズ

■応募方法■　

　キーワードを解いて、しりと

りをしながら右回りにことば

を入れてください。5 つあるブ

ルーのマスの文字をアルファ

ベット順に並びかえると、答え

になります。ハガキに答えと広

報紙の感想や意見、住所、氏名

を書いて、　「〒 919-1393 若狭

町総務課」（住所は省略可）ま

で送ってください。電子メール

でも受け付けます（soumu@town.

fukui-wakasa.lg.jp）。正解者の中

から抽選で 5 人に図書カードを

プレゼントします。当選の発表

は、賞品の発送をもってかえさ

せていただきます。

　締切 8月 15 日 (木 ) 必着。

◇キーワード◇

①土用の丑の日に食べる魚で、三方湖で

　獲れるクチボソは格別です。

②疑っていると、何でもないことでも疑

　ってしまうことを四字熟語で何と言う

③ 8月 30 日から「特別警報」を発表す 

　る予定の省庁はどこ ?

  （ヒント：本紙 14 ページを参照）

④おとぎ話「一寸法師」で、一寸法師を

　の体を大きくした道具

⑤和名で「鬱金香（うっこんこう）」と

　呼ばれる花は ?（ヒント：咲いた♪咲

　いた♪○○○○○○の花が♪）

▼ ▼ ▼

携帯でアクセス

 メールでも応募してネ

　言葉はとても不思議なもの

で、同じ言葉でも相手の返事

を「イエス」にも「ノー」に

も変えることができます。気

持ちのこもった言葉は必ず相

手に届き、時には多くの人の

心を動かします。挨拶の一つ

でも、互いの心を結びつける

力を持っていると思います。

　私も「ゆうトーク」などで

たくさんの方とお話をさせて

いただく機会があり、本音で

話ができる貴重な時間だと

思っております。互いに言葉

を交わすことで生まれる『絆』

をこれからも大切にし、町の

発展のため皆さんとともに知

恵を出し、汗を流していきた

いと思っておりますので、今

後とも変わらぬご支援を賜り

ますようお願いいたします。

⑥イギリスのウィリアム王子のロイヤル

　ベビーの誕生が話題となっていますが

　「王子」を英語で何と言う ?

⑦江戸時代に小浜藩の藩医として活躍し

　「解体新書」を翻訳した人の名前

⑧梅干しに多く含まれるこの“すっぱい”

　成分が夏バテ防止に効果 !○○○酸

●前回の答え「ｶﾄﾘｾﾝｺｳ」①ｳﾐﾉﾋ②ﾋﾏﾜﾘ③ﾘﾄﾏｽ④ｽﾃﾙｶﾐ⑤ﾐｶﾜｹﾝｲﾁ⑥ﾁｬﾚﾝｼﾞ⑦ｼﾞﾝｺｳｴｲｾｲ⑧ｲｾｼﾞﾝｸﾞｳ

　【ヒント】

　　高校球児たちの聖地

　　熱い戦いが繰り広げられます。

   　 《答え》　○○○○○

①Ｂ ②

⑤

⑧ ⑥ ③

Ａ Ｄ Ｃ

⑦ Ｅ

④
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　このコーナーでは、 8 月に 3 歳を迎える町内にお住まい

のお子さまに登場していただいています。

　なお、 ご応募いただいた方のみ掲載しています。

　今回は平成22年8月生まれの3歳になるお子さまです。

絆
・
ク
イ
ズ

　

3
歳
・
文
芸

３歳でーす３歳でーす
Summer day

小
原
乙
花
俳
句
会

　
　
　

一
人
居
と
言
ふ
て
淋
し
や
袋
蜘
蛛

　
　
　

音
も
無
く
蜘
蛛
一
心
に
網
を
張
り

若
王
子
土
筆
俳
句
会

　
　
　

河
鹿
笛
な
が
る
故
里
ダ
ム
起
工

　
　
　

麻
暖
簾
旧
家
の
土
間
は
通
り
抜
け

俳
句

島
津　

初
花

田
中　

文
枝

佐
々
木
増
治

石
田
と
し
子 (

小

原)

(

南

)

(

若
王
子)

(

若
王
子)

▲井関　隼
は や と

斗くん

8 月 4 日生まれ（井崎）

親：誠浩・有佳里さん

お友だちと保育所で遊ぶのが

大好き ! みんなありがとう !

か
を
り
歌
会

　
　
　

日
光
浴
に
茶
摘
み
を
せ
ん
と
娘
と
行
け
ば

　
　
　

摘
む
手
は
づ
み
て
過
ぎ
し
日
な
つ
か
し

　
　
　

ひ
ま
わ
り
と
立
葵
に
は
支
え
を
と

　
　
　

風
強
き
中
孫
と
杭
打
つ

上
中
短
歌
会

　
　
　

久
び
さ
の
昨
夜
の
雨
に
ホ
ウ
レ
ン
草

　
　
　

緑
ゆ
た
か
に
丈
を
の
ば
し
来
ぬ

　
　
　

古
塚
の
木
々
は
切
ら
れ
て
萌
え
出
づ
る

　
　
　

前
方
後
円
を
草
は
作
り
ぬ

石
田　

春
子

山
口
賀
代
子

田
中　

一
枝

吉
田
恵
美
子 (

井

崎)

 (

気

山)

(

天
徳
寺)

(

脇

袋)

短
歌川

柳
湖
畔

　
　
　

い
く
つ
も
の
顔
人
さ
ま
に
み
せ
て
い
る

　
　
　

脱
皮
し
て
遠
い
ふ
る
里
甦
る

ほ
っ
と
川
柳

　
　
　

ど
っ
つ
さ
り
の
野
菜
を
抱
い
て
笑
う
母

　
　
　

馬
鈴
薯
の
花
が
咲
く
頃
逢
い
ま
し
ょ
う

大
野　

文
子

今
川
て
る
子

田
中　

文
子

福
田
眞
由
美 (

井

崎)

(

鳥

浜)

(

堤

)

(

武

生)
川
柳

　次回の 3歳でーすは平成 22 年 9 月生まれ

のお子さまが対象です。掲載方法は、23ペー

ジの暮らしのカレンダーをご覧ください。

▲江戸　祐
ゆ う た

汰くん

8 月 10 日生まれ（田上）

親：雅博・智美さん

お外で遊ぶのが大好き !

にいちゃんいっぱい遊んでネ♥

▲大島　みすずちゃん

8 月 21 日生まれ（三方）

親：竜哉・敦子さん

お姉ちゃん、

いつも遊んでくれてありがとう♥

文芸ひろば文芸ひろば

▲畠中　舜
しゅん

くん

8 月 14 日生まれ（上野）

親：俊宏・琴美さん

大きくなったら、

キョウリュウブルーになるっ !

▲河原　柚
ゆ ず き

葵くん

8 月 24 日生まれ（井崎）

親：達也・智美さん

モンキーバイクで暴走中 !!

元気が有り余ってます♪


